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間である。なお，COの符号は,120分以上のものであることを，示している。
は，凝固能を徐々に恢復して行き，120分にお
いては110分で，180分では25分で凝固をす
るようになり，240分後には，ほぼ正常値に近
付いている。
この例についても，念のために，凝固開始時間の変
動を吟味すると，注射後60分までの間は，全く凝固
が起っておらず，120分以降においては，凝固完了の
時間と平行したもののような形で，凝固が徐々に現
われており，240分後においては，ほぼ平常値とみて
よい凝固の開始時間までに恢復している。
最後に，5.Omg注射の被験家兎の実験成績に
ついてみると，注射後5分では，血液の凝固時
間は，むしろやや短縮したものになっている
が，15分後においては，全く凝固が起ってお
らず，その状態が120分後に至るまでの間，不
変に維持されていることが，認められる。
してみると，この注射量即ち5.Omgの注射
によれば，生体内におけるヘパリンの凝固阻止
作用は,2.5mg注射の場合より更に顕著にな
るものと，考えられる。しかし，180分後に
おいては，凝固能が再現し，40分で凝固をし
ているが，240分後に至っても，なおその凝固
時間は，かなり延長している。
従って，ヘパリンの場合においては，注射量
が2.5mgから5mgへと増えると，その血液凝
固阻止作用は更に顕著になり，その持続時間
(有効期間)も亦，長くなって行くように，見受
けられる。
なお，この5mg投与の被験家兎においては，注射後
5分即ち極く初期には，血液の凝固時間が逆にやや
短縮している。こうした現象は；・その他の注射量
のものには全く認められないものであるから，これ
は恐らく，家兎の個性に基づくものであろうと，み
てよいことである。
いずれにしても，ヘパリンの注射実験におい
ては,5mg以下の少量注射の場合でも，顕著な
血液凝固時間の延長が現われ，僅かに0.5mg
の注射ですら，明かに凝固延長を起している
ことが，認められたのである。なお，この実
験では，注射量が2.5mgを越えた被験家兎に
おいては，注射後少なくも60分までは，全く
血液の凝固を起していない。従って，これら
の実験例では，ヘパリンによる血液凝固阻止作
用のピークが果たしてどこにあるかは，明確
にできないが,1.0mg以下の注射の場合におい
ては，そのピークは注射後25分の所にあるの
で，ピークの確認できない場合のものについて
も，恐らくそのピークは，注射後25分にある
ものと，考えてよさそうである。
3．精製コンドロイチン硫酸に関する実験の成績
実験1では，硫酸エステル化コンドロイチン
硫酸が，生体内で非常に大きな血液の凝固阻
止作用を表わす事実が，明白になった。そ
こで，著者は更に進んで，硫酸エステル化コ
ンドロイチン硫酸の血液の凝固阻止作用の機序
を明かにしようとの目的から，改めて精製コ
ンドロイチン硫酸についても，その凝固阻止作
用の如何を同じく家兎実験によって吟味検討
しようと，試みた。従って，この項に述べる
実験は，内容上前記した実験2とともに，実
竹58 下
第3表精製コンドロイチン
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注射量
mg/kg
注
射
前
■■■■■■■■■■■■
7'50〃
(4'55"）
7'25〃
(4'30"）
8'20〃
(6'30"）
7'40"
(5'05"）
5分
ﾛ■■■■■■■■■■■■
16'10"
(4'10"）
13'30〃
(4'00")
15'40〃
(7'10"）
11'40〃
(5'20"）
15分
■■■■■■■■■■■■■■■
19'25〃
(6'10"）
17'15〃
(6'30"）
31'50〃
(13'40"）
37ﾉ20〃
(12'45"）
1 5．0
5.02
10．03
4 10．0
註：……表の中のカッコのない数字は，血液凝固の完了時間であって，カッコ内のものは，凝固開始
験1二即ち硫酸エステル化コンドロイチン硫酸
に関する研究の対照実験になっているわけであ
る。
この実験に使われた精製コンドロイチン硫酸
は,著者が調製したものでS/Nが1.29となっ
ている製品であって，その実験の方法，試料の
投与方法および投与量などは，いずれも，実
験1の場合に準じている。この実験の成績
は，第3表に掲げるとおりである。
この実験には,5.0mg投与のものと10.0mg
投与群とがあるが，まず最初に，前者をみる
と，注射後5分において，ほぼ6～8分の凝固時
間の延長が認められ，15分後には，更に延長
し，25分後においては，18分30秒～24分という
凝固時間に達している。このときの凝固時間
は，この実験群のものの凝固時間延長のピーク
になっていて，この時期における凝固時間延長
の絶対値は，ほぼ11～16分となっている。
すると，この実験の成績によれば，コンドロ
イチン硫酸も亦，矢張りかなり著明な血液凝
固の阻止作用を持っているものであると，い
える。ただし，この試料の場合の凝固時間延
長は，前記の実験1即ち硫酸エステル化コン
ドロイチン硫酸に関する実験の5.0mg注射のも
のの成績と対比すると，試料I例を除くとす
れば，遥かに延長度が少ないものになってい
るし，ヘパリン注射実験における5.0mg注射の
ものに較べると，全く雲泥の差で小さいもの
になっている。従って，コンドロイチン硫酸
の注射実験においては，その5.0mg注射の場合
には，家兎の血液の凝固能は確かにかなり明
瞭に低下してはいるものの，実はこの場合の
凝固時間の延長は，硫酸エステル化コンドロイ
チン硫酸やヘパリンの場合より遙かに小さい
と，いわなければならない。
更に進んで，その後における変遷如何を検
討すると，表にみられるように，被験動物の血
液凝固時間は，その後は逆に，徐々に減退し
て行き,120分～180分後頃においては，実験前
の値に近いものまでに恢復している。従っ
て，コンドロイチン硫酸注射の血液凝固阻止作
用は，硫酸エステル化コンドロイチン硫酸の注
射の場合およびヘパリン注射の場合より，明
かに短期間において消滅するといえる。
以上は，血液凝固の完了時間の変動についての吟味
であるので，次になお念のために，凝固の開始時間
について吟味しておこうと，思う。
血液凝固の開始時間は，この実験の被験動物におい
ても，凝固完了の時間とほぼ平行した格好で変動し
ている。従って，凝固開始時間延長のピークは，矢
張り注射後25分の所に認められるが，開始時間の変
動は，一般に僅少である。
次に,10.0mg注射実験の成績を吟味検討す
ると，この実験群における被験動物の血液凝固
時間は，既に注射後5分において，かなり目立
つ延長を来たした上，15分後には，それが更
に著明となり，25分後には，明かに頂点とみ
られる大きな延長を来たしている。このと
き即ちピークにおける凝固時間は，46分30秒
～51分10秒であって，この凝固時間は，正常値
からみると，約39～43分ほど延びた値に当つ
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硫酸の注射実験
注
25分
24'00〃
（7'05"）
18'30〃
（6'55"）
51'10〃
(22'35"）
46'30〃
(19'50"）
の時間である。
40分
16ﾉ00〃
（6'30"）
12'00〃
（6'00"）
21'20〃
(10'15"）
14′50〃
（9'30"）
射
60分
11ﾉ20〃
(6'00"）
10′20〃
(6'00"）
16'25〃
(8'10"）
12′35〃
(8'30"）
ている。してみると，この実験群のもののコ
ンドロイチンの注射による凝固時間延長は，さ
きに述べた実験Ⅱ即ち硫酸エステル化コンド
ロイチン硫酸の注射実験の場合の試料Ⅳのもの
の延長値より遙かに少なく，ヘパリンの注射
実験では,0.5mg注射例とほぼ同し値になっ
ていると，いえる。
更に進んで，その後の経過をみると，血液
の凝固時間は，ピーク後は逆に，次第に減退
後
120分
8'50〃
(4'00"）
7'30〃
(4'30"）
10'40〃
(6'40"）
8'25〃
(6'10"）
180分
9'30〃
(5'40"）
8'30〃
(5'30")
7'55〃
(6'20"）
7'50〃
(5'30"）
240分
－
一
一
しており，180分後においては，ほぼ完全に注
射前の値までに戻っている。このような凝
固時間の延長の退消して行く経過は，すべての
点においてヘパリンの0.5mg注射例と全く合
致しているもののように，見受けられる。
…この実験群のものについても，念のために，凝固の
開始時間はどのように変動しているかをみると,こ
の場合においても，凝固の開始時間は，上に述べた完
了時間とほぼ平行した格好で変化している。
第3章考察
前記したように，本篇の研究においては，鮫さてその注射実験の成績をみると，実験成
軟骨から抽出されたコンドロイチン硫酸をス績の項の中に述べておいたように,この実験列
ルフォン化した上，その血液凝固阻止作用が調の試料即ち硫酸エステル化コンドロイチン硫
くられているが，その対照実験として，へパリ酸は，どの製品も全く例外なく，かなりに目
ンおよび精製コンドロイチン硫酸の凝固阻止立つ血液凝固時間の延長を起している。従
作用も亦，吟味検討されたのであった。って，この試料即ちスルフォン化されたコンド
著者はコンドロイチン硫酸のスルフォン化にロイチン硫酸が，血液凝固を相当に大きく抑
は，ピリジ'ンとクロールスルフォン酸とによる制することは，確かである。
方法を採用したところ，硫黄含量が多少違う従来の文献，例えば，Bergstr6m7),Karrer・
製品が得られた。そこで，その血液凝固阻Koenigu.Usteri8),竹森9)'辻野‘久保田6)ら
止作用の吟味に当っては，それぞれの製品の分の研究報告によれば，スルフォン化を受けたコ
ー．；'‘
析結果をみて，硫黄含量が違ったものの4種類ンドロイチン硫酸は，その活性即ち血液凝固
を選び，試料I,H,ⅢおよびⅣとの符号のの阻止能が著しく高まるものであると，いわ
下に，実験に供したのであった。 れている。従って，著者の研究成績は，スル
その硫黄含量は，8．9，9．0，10．1および10.7％と フォン化がコンドロイチン硫酸の血液凝固阻止
なっている。従って，上記した被検試料は，符号別作用を著しく高める事実が認められたという
にみると，数字が大きくなるに従い，硫黄含量が増点では，従来の文献と全く同一であると，い
えているわけである。 うことができる。
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ところが，従来の研究報告においては，スル
フナン化コンドロイチン硫酸即ち硫酸エステル
化コンドロイチン硫酸の注射による血液凝固の
抑制が果たしてどの程度までになるかの詳細
については，まだ充分な記載がないようであ
る。そこで，著者の実験成績について，その
点の吟味をすると，注射量が7.5mg以上であ
れば，被験家兎の血液は少なくもその注射効
果のピーク時においては，完全に凝固が阻止
されている。従って，硫酸エステル化コンド
ロイチン硫酸は，量が適当であれば，少なく
も家兎実験では，恐らくヘパリンに匹敵する
凝固阻止作用を現わすものであると，いって
もよいであろう。
ところで，この硫酸エステル化コンドロイチ
ン硫酸の注射実験について，その注射による生
体内の血液凝固抑制が果たしてどのように現
われているかを個々の試料毎に吟味検討して
みると，どの被検試料においても，その凝固抑
制作用は，早くも注射後5分において，現われ
始めており，この作用はその後急激に顕著に
なり，いずれも25分後には，ピークに達した
上，その後には徐々に，その作用が減退して
行き，180分～240分頃にはほぼ注射前の凝固
時間即ち正常値までに，恢復している。従
って,この実験列の被検試料即ち硫酸エステ
ル化コンドロイチン硫酸の注射実験では，試料
I～Ⅳの硫黄含量にかなりの差があるのに拘
わらず，いずれもよく類似したカーブを描く
凝固抑制を,現わしているのである。
ただし，その凝固阻止作用は，個々の試料群
についてみると，明かにかなり大きく違って
おり)同一の注射量では，試料番号の大きいも
の(硫黄含量が大きいもの)ほど，ますます強
く現われている。してみると，この実験で
は，硫酸エステル化コンドロイチン硫酸につい
ては，その組成に硫黄量が多いものほど，血
液凝固を阻止する作用が強くなってくること
が，明白にされているのである。
従来の文献によると，同一多糖体の硫酸エステルに
おいては,一般に硫酸基含量が多くなるほど，その
血液凝固阻止作用は強くなると，いわれている。
下
してみると，著者の実験成績において，上記したよう
に，硫黄含量が大きい試料ほど，凝固阻止作用が強
くなっている事実が認められたのは，誠に当然なこ
とであると，いってよい。だが，これまでの文献の
中には，その関係の詳細，即ち，多糖体硫酸エステル
の硫黄量の違いと凝固阻止力とがどんな関連性を持
っているかについては，審わしい記載がない。こ
うした所からみると，上記した本篇の研究成績は確
かに，注目に価するものであると，思われる。
なお，本篇の研究においては，硫酸エステル化コン
ドロイチン硫酸は，試料中の硫黄含量の如何に拘わら
ず(試料番号とは関係なく)，いずれも注射後間もな
く，血液の凝固をかなりに抑制しており，注射後25
分において，その凝固阻止作用がピークに達してい
ることが，示されている。このことは，従来の文献
には，注射に基づく凝固阻止の経過を審わしく追求
しているものが少ないので，矢張り注目に値するも
のであると，みてよいであろう。
以上において，硫酸エステル化コンドロイチ
ン硫酸の注射実験即ちその生体内における血
液凝固阻止作用の究明に関する実験の成績につ
いては，一応の吟味考察を終了した。とこ
ろで，本篇の研究においては，その対照実験と
して，ヘパリンおよび精製コンドロイチン硫
酸の注射実験が，試みられている。その内容
は，既に述べたとおりであるが，なお念のた
めに，そのそれぞれのものについての吟味考察
をしておこうと，思う。
ヘパリンの血液凝固阻止作用については，周
知のように，多数の研究報告がある。著者
の使用したヘパリンは,ConnaughtMedical
ResearchLaboratories製のものであるが，そ
の2.5mgを注射された家兎の血液は，全く凝
固能を失っており，その状態は，注射後60分
までに亘って維持されている。
5.0mg注射の場合においては，被験家兎の血液の凝
固能は，更に長く，120分後までに亘って，完全な消
失を来たしている。
こうした成績からみても，ヘパリンはもち
ろん，前記の硫酸エステル化コンドロイチン硫
酸に較べて，遥かに強い凝固阻止作用を持っ
ていることは，確かである。念のために，従
来の文献を調べてみると，スルフォン化された
コンドロイチンの生体内における凝固阻止作用
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は,Bergstr6m7)によれば，ヘパリンの凝固阻
止能の殆～ﾘ(Iに相当するといわれ,Karrer,
Koenigu.Usteri8)によれば,↓4～始程度に当
っていると，みられている。
そこで，著者の実験成績についても，その点
の如何を吟味検討してみると，スルフォン化さ
れたコンドロイチン硫酸は，さきに述べたよう
に,硫黄含量が10.7%のもの即ち硫黄が最も
多い試料Ⅳの実験列においては’7.5mgの注射
によって血液凝固を完全に阻止しているのに
対して，ヘパリンの注射実験においては，凝固
能の完全な消失は2.5mg注射以上のものに現
われている。すると，スルフォン化されたコ
ンドロイチン硫酸の条件のよいものの凝固阻止
作用は，理論上へパリンのほぼ踏に当ってい
るように，考えてもよさそうである。ところ
が，なおよく調べてみると，第1表の中に示
されているように，ヘパリンの2.5mg注射によ
る凝固の完全阻止は注射後60分までに持続さ
れているから，その阻止力はスルフォン化コン
ドロイチン硫酸の注射実験では，試料Ⅳのもの
の10.0mgを注射されたものの方に相当してい
ると，考える方がむしろ妥当であるように見
受けられる。この場合においては，上記した
凝固阻止能力の比率は，14になって来る。し
てみると，終局的には，恐らくスルフォン化コ
ンドロイチン硫酸の凝固阻止作用は，ヘパリン
と比較すると，恐らくその殆～↓4に相当する
のではないかと，考えられる。
なお著者は，前記の第1表および第2表の
実験成績，即ち，ヘパリンとスルフォン化ゴン
ドロイチン硫酸の注射実験の成績を，グラフ用
紙の上に描いてみた。すると，この両者に
よる血液凝固阻止作用のカーブは，そのピーク
がいずれも，注射後25分の所にあるというだ
けではなく，カーブの上昇線および下降線の
形などが全く同一のものであると，みてよい
ことが確かめられた(そのカーブの実際は，表
の数字からも，ほぼ推知できる。そうした関
係上，ここにはその図の掲示を省略しておく
ことにする)。これは，ヘパリンの凝固阻止
作用とスルフォン化コンドロイチン硫酸の凝固
阻止作用とは，その作用の発現機構の点も，両
者が全く同一であるかもしくは非常によく
類似したものであることを，推知させる所であ
る。
本篇の研究においては，ヘパリンの注射実験
のほかに，精製コンドロイチン硫酸の注射実験
が，対照実験として行なわれている。緒言
の中にも述べておいたように，コンドロイチン
硫酸の血液凝固阻止作用の有無については，極
く少数の人が吟味検討をしているのに過ぎな
いし,各人の研究結果にはかなりに大きな違
いが生じている。
念のために，従来の文献をここに簡単に紹介して
おくと,Bergstr6m7)は，市販のコンドロイチン硫酸
には血液凝固を抑制する作用があると，報告してい
るが，大島'0)，松岡一村山11）および上条12)らは，そ
の注射は，血液凝固を一過性に短縮する傾向がある
とか，或は，注射後間もなく，やや短縮後，逆に軽
度の延長をすると，述べている。
してみると，この実験列の成績即ち精製コ
ンドロイチン硫酸の注射実験の成績は，どうや
らそれ自体も亦，かなりに注目に価するもの
であると，考えてよさそうである。
さてここで，著者の実験成績をみると，検
査成績の項に述べたように,5.0mg注射群のも
のにおいても，凝固時間がかなり顕著に延長
しており,10.0mg注射群では，更に高度な凝
固時間の延長が，現われている。
従って，本篇の研究においては，精製コンド
ロイチン硫酸にも，注目すべき血液凝固阻止作
用がある事実が，意外にはっきりと確かめら
れたのである。このことは，さきに紹介した
従来の文献とはもちろん，かなり大きく違う
成績であるので，特に注目に価する所であろ
う。
といっても，この場合の血液凝固時間の延長
度合い即ちその注射による凝固阻止は，前記
したスルフォン化コンドロイチン硫酸を注射し
たときの5.Omg注射群に較べると，明かに遙
かに弱いものとなっている。従って，ゴン
ドロイチン硫酸の血液凝固阻止力は，硫酸エス
テル化された製品より，確かに遥かに弱いも
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のになっていると，いうことができる。
なお念のために，ヘパリン注射の場合と比
較してみると，精製コンドロイチン硫酸の注射
による血液凝固時間の延長度合いは，ヘパリン
の0.5mg注射のものより更に小さいものにな
っている。従って，コンドロイチン硫酸の凝
固阻止作用は，理屈の上ではヘパリンを基準
とすれば，明かに，その子10以下に相当してい
ると，いうことができる。
上に採り上げた問題即ちコンドロイチン硫
酸が凝固阻止作用を持っているかどうかの問
題，および，持っているとすれば，その程度如
何の問題は，従来の文献においては，未解決の
ままになっており，個々の研究者の間にかな
り大きな見解の相違がある所である。そこ
で，ここにはなお念のために，上記したヘパ
リンと比較したときの作用効果の比率如何につ
いて，更にもう少し掘り下げた吟味をしてお
こうと，思う。だが，この問題は，ヘパリン
を基準として吟味するときは，既に述べたよ
うに，コンドロイチン硫酸の血液凝固阻止作用
は，ヘパリンのり10以下であるとはいえたけれ
ども，少くも著者が行なった両実験列の成績
の範囲内では，その比率を更に審わしく検討
することは，不可能である。
そこで，著者は改めて，上記の比率を間接
的に吟味し，より精確な数値を求めようと，
試みてみた。というのは，コンドロイチン硫
酸の凝固阻止能は，硫酸エステル化コンドロイ
チン硫酸の凝固阻止能との間であれば，お互い
の凝固阻止力を実験成績の上からかなりによ
く比較することができるから，である。
さて，硫酸エステル化コンドロイチン硫酸の
実験をみると，硫黄含量が特に多かった試料
Ⅳの注射の場合には,2.5mg注射のものの凝固
時間の延長が，精製コンドロイチン硫酸の注射
実験の10.Omgのものの延長と，ほぼ等しくな
っていることが，認められる。従って，コン
ドロイチン硫酸の凝固阻止力は，硫酸エステル
化コンドロイチン硫酸の凝固阻止能の14程度で
あると，いうことができる。
ところで，後者即ち硫酸エステル化コンド
下
ロイチン硫酸の凝固阻止能力は，さきに記載し
たように，ヘパリンの凝固阻止能の殆～↓4程度
であると，認められている。してみると，コ
ンドロイチン硫酸の凝固阻止力は，ヘパリンの
↓12～靴6程度に相当している筈であると，推知
される。
以上のように，本篇の研究においては，コン
ドロイチン硫酸にかなり著明な凝固阻止作用
がある事実ｶﾐ，明確に立証されただけではな
く，その凝固阻止作用は，硫酸エステル化コン
ドロイチン硫酸およびヘパリンの凝固阻止力
に較べると，44および軸2～軸6に相当してい
ることが，確かめられたのである。
従来の文献には，コンドロイチン硫酸につい
ては，それに果たして，凝固阻止作用がある
かどうかの点は，まだ殆んど全く究明されて
いないようであり，ヘパリンおよびスルフォン
化コンドロイチン硫酸の両者，特に，前者につ
いては，既に多数の研究報告が公けにされて
いるが，それぞれの凝固阻止能の実際について
は，各研究者の検査成績の間には，相当に大き
な違いがあって，それはまだ明確にされてい
ない状態に，止まっている。こうした所から
みると，本篇における上記の吟味成績は，矢張
り注目に価するものではないかと，考えられ
る。
なお，本篇の研究成績においては，コンドロイチン
硫酸，硫酸エステル化コンドロイチン硫酸およびヘ
パリンが，いずれも注射後25分を経過したときにお
いて，最高の凝固阻止作用即ちピークを示している
だけではなく，その阻止の経刻的変動はグラフに描
いてみると，いずれのものも殆んど同じカーブを示
していることが，確かめられている。こうした所か
らみると，上記の凝固阻止剤は，いずれもほぼ等し
い機序の下に，凝固阻止作用を現わすものではない
かと，考えてよいようである。
では，それぞれのものがかなりに大きく違った凝
固阻止作用を示すのは，一体何故であるかとの問題
が，起って来る。この点については，これまでの文
献によると，各薬剤の硫酸基含量の多寡，硫酸基結合
の位置如何，母体である多糖類の構成の違い，分子の
大きさおよび形状の差などが，大きな役割りを演ず
るものであると，考えられている。本篇の研究にお
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いては，著者の調製したスルフォン化コンドロイチン
硫酸が実験に使われているｶ3,たまたまその製品に
は，硫黄含量にかなりの差異があり，それが多いも
総
本篇の研究報告においては，サメの軟骨から
抽出精製したコンドロイチン硫酸についてク
ロールスルフォン酸法によるスルフォン化の処置
が行なわれ，その結果得られた硫酸エステル
化コンドロイチン硫酸について，血液凝固阻止
作用の如何が家兎実験によって吟味検討され
ているが，なおその他に，ヘパリンおよび精
製コンドロイチン硫酸についても，対照実験列
の意味合いから，凝固阻止能の如何に関する実
験が行なわれたので，各実験の成績を綜合考
察した結果も亦，追記されている。
本篇の研究においては，コンドロイチン硫酸のスル
フォン化についても，その処理温度の関係，特に加温
の可否および加温時間の如何や，ピリジンおよびク
ロールスルフォン酸の所要量などが，いろいろと吟味
検討された後，実験には最良のものであると思われ
る方法が，応用されたのであった。しかし，こうし
た特に慎重な実施方法を採用したのに拘わらず，そ
の製品即ち硫酸エステル化コンドロイチン硫酸の組
成には，個々の製品の間にかなり大きな相違が認め
られ，その硫黄の含量も，8.9～10.7％の間を動揺し
ていることが，確かめられた。そこで，その凝固阻
止能の検査に当っては，計画的に硫黄含量が違う製
品を，被験試料として選び，個々の試料について実
験が試みられた。
なお，被検試料の凝固阻止力の検査に当っては，試
料を注射された家兎の耳静脈から，経刻的に採血さ
れ，その血液凝固時間の測定には,Inouye-Sasakiの
半毛細管法が，使われている。
念のために，本篇の研究成績の中から，主要
なもを摘録すると，次のようである。
1．鮫軟骨から抽出精製されたコンドロイチ
ン硫酸も，かなり著明な凝固阻止作用を持っ
ていること力:，確かめられた。
2．精製コンドロイチン硫酸のスルフォン化物
質即ち硫酸エステル化コンドロイチン硫酸に
のほど，ますます著明な凝固阻止作用を現わす事実
が確かめられているのは，甚だ注目すべきことであ
ると，思われる。
括
は，前者より更に高度な凝固阻止作用がある
ことが，確かめられた。
3．スルフォン化コンドロイチン硫酸の凝固阻
止力の程度如何は，その製品の硫黄含量の多寡
と密接な因果関係があって，その含量が多い
ものほど，より著明な凝固阻止作用を現わす
ことが，確認された。
なお，このスルフォン化物即ち硫酸エステル化コ
ンドロイチン硫酸は，家兎への静脈内注射実験におい
ては，注射量がprokilo7.5mg以上であれば，被験
動物の血液の凝固能を完全に消失させることができ
る事実が，確かめられている。
4．ヘパリンを注射した対照実験列では，ヘ
パリンは，既にprokilo2.5mg程度の注射に
よって，凝固能を完全に消失させるものであ
ることが，確かめられた。
5．コンドロイチン硫酸，スルフォン化コンド
ロイチン硫酸およびヘパリンの生体内におけ
る血液凝固阻止作用は，本篇の実験の成績によ
れば，その強さを互いに比較することが可能
であった。その比率は，ヘパリンを基準とす
れば，スルフォン化コンドロイチン硫酸がほぼ
その↓4であって，コンドロイチン硫酸の凝固阻
止力は，ほぼその↓i2～↓16となっている。
6．本篇の研究において生理作用の吟味がさ
れた3種類の薬品は，いずれも注射後25分に
おいて，最高の凝固阻止作用即ちそのピーク
を示しているだけではなく，その変動をグラ
フ上に描いた経刻的変遷は，いずれも非常に
よく似た形になっていることが，判然と示さ
れている。
このことは，上記の3種類の凝固阻止剤は，いずれ
も，ほぼ等しい機序によって，その阻止作用を現わ
して来るものではないかとの疑いを抱かせる所であ
ると，いってよいであろう。
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